
 

 

  

9 月 4-10 日 

エステル 1-2 章  

137 番の歌と祈り ⾧谷川貴史 

開会の言葉（1 分）田中慶一 

神の言葉の宝 

「エステルのような慎み深い人を目指す」（10 分）水品 安章 

宝石を探し出す（10 分）大谷 正 

エス 2:5 シュシャン城に，モルデカイという名前のユダヤ人がいた。その父はヤイル，祖父はシムイ，曽祖父はキ

シュだった。この人はベニヤミン族の人で， 

どんな考古学上の発見は，モルデカイについての聖書の記述を裏付けていると言えるか。 

（塔研 22.11 31 ページご存じでしたか 3-6 節） 学者たちは，ペルシャのくさび形文字で書かれ

た粘土板を発見しました。そこには，マルドゥカーという人物のことが書かれていました。この

人は，シュシャンで管理の仕事をしており，会計を担当していたと思われます。東洋の歴史の専

門家であるアルトゥール･ウングナートによれば，当時これは，「聖書を別にすれば，モルデカイ

に関する唯一の資料」でした。 しかしその後，学者たちはペルシャのくさび形文字で書かれた

ものを非常に多く翻訳していきました。その中には，ペルセポリスの城壁の近くにあった宝物庫

の遺跡から見つかった粘土板も含まれています。それは，クセルクセス 1 世が統治していた頃の

もので，エラム語で書かれており，その中にはエステル記に出てくる人物の名前も幾つかありま

した。(*1992 年，エドウィン･M･ヤマウチ教授は，ペルセポリスで発見されたものにもエステル記にも出てくる，

10 人の名前を公表しました) 

今週の範囲からエホバについて何を学べたか。宣教でどんな点を活用できるか。ほかにどんな宝

石を見つけたか。（1:13-14）アハシュエロス王の側近として 7 人の高官が委員会を構成して顧問

として王をサポートしていた。私たちも信頼できる会衆内外の友人を通して、問題が生じた時な

どにエホバからの知恵を思い起こしてもらえる、まさに自分の顧問団を持つことが出来る。 

互いにサポートしサポートしてもらえるこうした仲間も大切にしていきたいと思う。 

聖書朗読（4 分）エス 1:13-22（教励 第 10 課）河野 正和 

野外奉仕に励む 

最初の話し合いの動画（5 分）討議。「最初の話し合い: 王国（マタ 6:9，10）」の動画を再生す

る。映像が止まったところで動画を一時停止し，画面に表示される質問をする。田中 慶一 



 

 

（ここ数年世界でおきていることの影響を直接受けてきたが、そんな中で私たちにプラスになる情報をお伝えしてい

る。いろいろな問題を解決するために多くの国が一生懸命努力していますが、世界中の問題を全部綺麗に解決できる

政府ってあると思うか？（どうなんでようね。無いと思うが）「神の王国について話すために他にどんな質問ができ

ますか？⇒もし世界を一つの政府が支配できるとすると、そうして欲しい政府があるか？」そう感じている人多い。

こんな言葉を皆さんにお見せしている。(ﾏﾀ 6:9-10)主の祈りと言われているイエス・キリストの言葉です。ここにあ

る貴方の王国って何だと思う？（何ですか？）これは神の政府のことを言っている。その政府が地球全体を治める時

が来て欲しいという祈り。今世界には沢山の政府があるが、問題はどれも複雑で、一つのことに取り組むにも、皆が

足並みを揃えるのって難しいと思わないか？（そうですね。夫々の国の利益がありますからね。）ここで言っている

のは人間の政府に代わって神の政府が地球全体を治めるということ。もしそうなったら、神の政府にどんなことを期

待したいか？（今ある問題を全部解決して欲しい。）そうですよね。聖書には神の王国が私たちのために何をするか

についても書いてある。そのことをまた伝えさせてください。これは神の王国について特集した雑誌だが、良かった

ら差し上げる。） 

最初の話し合い（3 分）話し合いのサンプルの話題に沿って話す。「いつまでも幸せに暮らせま

す」の冊子を提供する。（教励 第 1 課）有田 優子 1 金刺 由里子 

話（5 分）塔研 20.11 13-14 ページ 3-7 節 主題: イエスや天使たちによる助け（教 14 課）米山 英行 

クリスチャンとして生活する 

106 番の歌 

「若者のコメント 外見」（5 分）討議。動画を再生し，次の質問をする。伊藤 勇一 

１．自分の外見についてバランスが取れた見方をするのが難しいのはなぜか。⇒メディアの影響

が大きく外見を気にする。自分の不完全さばかりに注目し、内面の良いところに目が向かない。 

２．バランスが取れた見方をする上でペテ一 3:3-4 皆さんを飾るのは，凝った髪形や金の装飾品や上等な服

といった外面のものであってはなりません。 4 自分の内面(*内面の人つまり心)を飾りとしましょう。物静かで温和な

精神という朽ちない飾りです。それは神から見てとても価値がありますの原則はどのように助けになるか。

⇒自分の内面の良い特質に目を向け、それを大切にしそれを成長させるようになる。 

 外見についてバランスの取れた見方ができるようになる。 

組織の活動の進展（10 分）「組織の活動の進展」の 9 月の動画を再生する。田中 慶一 

会衆の聖書研究（30 分）暮 レッスン 56，補足情報 6 と 7 竹林 直毅  朗読: 五味 統 

閉会の言葉（3 分） 

101 番の歌と祈り 有田 悟 

 

^ （エス 1:1-2:23） アハシュエロス*がインドからエチオピア*まで 127 州*を支配していた時代の

ことである。 2 アハシュエロス王はシュシャン*城*で王座についており， 3 治世の第 3 年に全て



 

 

  

  

神の言葉の宝 

エステルのような慎み深い人を目指す  

[「エステルの紹介」の動画を再生する。] 

エステルはとても美しい女性だった。（エス 2:7） 

エステルは，称賛されたりお世辞を言われたりしても慎みを失わなかった。（エス 2:9，15。塔研

17.01 25 ページ 11 節。倣 130 ページ 15 節） 

考えてみよう 「私の言動には，自分を良く見せようとする気持ちが表れていないだろうか」。（

塔研 17.01 25 ページ 12 節） 

 

^ （エス 2:7） モルデカイは，おじの娘であるハダサ*つまりエステルの保護者*だった。エステル

には父も母もいなかったからである。この若い女性は容姿が美しく，父と母が死んだ時にモルデ

カイに養女として引き取られた。 

 

エステルのヘブライ語名で，「ギンバイカ」という意味。 

または，「養育者」。 

  

^ （エス 2:9） ヘガイはこの娘が気に入り，好感を持った*ので，すぐに美容のためのマッサージ

と食事の手配をし，王の家から選ばれた 7 人の娘を付けた。また，エステルとその付き人たちを

女の家*の最も良い所に移した。 


